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研究の概要： 

三角筋後部線維の伸張性低下は肩関節後方タイトネスに関連し、肩関節障害予防の観点からその柔軟性維持・改

善が重要であると考えられています。しかし、これまで生体において三角筋後部線維の効果的なストレッチング

肢位を検討した研究はありませんでした。そこで、本研究では超音波診断装置せん断波エラストグラフィー機能

を用いて、三角筋後部線維に対する効果的なストレッチング肢位を生体において明らかにしました。その結果、

肩関節屈曲と水平内転が三角筋後部線維の伸長に影響し、内旋の影響は少ないことが分かりました。また、肩関

節屈曲 90°からの水平内転による複合運動で、三角筋後部線維が効果的に伸長されることが明らかとなりまし

た。これらの結果は、三角筋後部線維の短縮によって肩関節後方タイトネスを有する患者の治療に役立つと考え

られます。 

 

Rest：安静肢位、F：屈曲、Had：水平内

転、IR：内旋 


